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	1.本年度の研究成果
	1) ATLに対する血縁者間末梢血幹細胞を利用した骨髄非破壊的前処置療法による同種移植術（ミニ移植）の安全性と有効性に関する検討：
	第3期臨床試験の実施：本治療法の有効性と安全性を検討することを目的とした多施設試験を開始した。対象は、50歳以上70歳未満の急性型とリンパ腫型ATL患者で、ドナーはHLA血清型一致血縁者。前処置はフルダラビンおよびブスルファン、目標症例数35例、主要評価項目は2年全生存率とした。【結果】13ヶ月間で9例が登録され、8例の移植が終了。5例が移植後6ヶ月以上経過し、移植関連合併症死亡(TRM)はない（2007年11月現在）。
	2）ATLに対する非血縁者間幹細胞を利用したRISTの検討：

